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靴とファッション意識の相関性
穂川来初子・渡辺明日香
The Correlation of Shoes Choice and The Fashion Consciousness 
Mariko HOGAWA and Asuka WATANABE 
The purpose of the main discourse is to clarify the correlation of shoes and the fashion 
consciousness of the woman student. First. the woman student's fashion consciousness was 
analyzed in the factor. As a result. we confirmed four factors (a fashion valuing， an individuality 
valuing， a function valuing， and a simple valuing). Secondarily， when they select shoes， the 
design， putting on feelings， and the price are valued. On the other hand， the tendency to value 
the brand is low. Thirdly， plus group and minus group's of each factor evaluation points of the 
selection criterion of shoes were different as a result of examining the relation of the selection 
criterion of each factor and shoes. Fourthly， there was a difference in the number of possession 
with a plus group and a minus group when the relation to the number of possession of each 
factor and shoes was examined. 
キーワード:靴選択 shoes choice，ファッション意識 fashion consciousness 
1.はじめに
靴の歴史は古く，紀元前15--16世紀頃のエジ
プト時代のサンダルにさかのぼる。それゆえに，
「ホテルマンは靴を見て客を判断するJ，iお酒
落は足元からJ，i足元をみる」など.靴に関す
る慣用句は東西を関わず多く存在する。これら
は，靴が身だしなみのーっとして考えられてい
たり，ある種のステータスを表すものとして理
解されてきたことと関連している。現在.ファ
ッションの多様化に伴い，靴の種類ならびにデ
ザインも増え.ファッションとのコーデイネー
トがより重視されるようになるにつれ.靴の担
う役割は.機能性や象徴性に加え， T. P. O.や
ファッション性などにも関心が払われるように
なった。
筆者らは，前報1)で1970年代から2∞0年代ま
でのストリートファッションにおける靴の変選
について調べたが.そこでは過去40年間の靴と
ファッションの出現割合の比較において，時代
が新しくなればなるほど，靴種の出現サイクル
が短縮化し 2000年代に入っては，靴の登場が
衣服(特にボトム)よりも先行して登場してい
る傾向があることを明らかにした。つまり.ボ
トムに合う靴を選ぶのではなく，靴に合うボト
ムを選ぶという靴主導の選択行動がなされてい
ることを指摘した。
そこで本論では，靴を選択する際の意識面に
ついて焦点を当てることを意図し靴の選択や
受容のされ方について，ファッションの担い手
の中心と考えられる女子学生を対象として，フ
ァッション意識との関連性をみながら考察を行
うことを目的とした。
1.ファッション意識に関する主な既存研究
女子学生を対象としたファッション意識に関
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する研究は数多くあり，購買行動と性格特性を
調べたもの2)や.ファッション意識と環境意識
とを解明したもの3) 女子大生のファッション
意識と被服教育に関する調査をしたもの4) プ
ランド意識に対する調査5)等がある。これらの
文献の中では.性格特性と購買行動についての
調査や，ファッションと生活行動の関連性につ
いて触れられているが，靴に特化したものは皆
無である。一方.靴に関する研究では，機能性
や適合性，安全性6)に関するものは多いものの.
選択時の意識や流行との関連についての研究は
あまり試みられてこなかった。
そこで本研究では，情報に敏感で，ファッシ
ョンへの主体的な意識があると考えられる10代
後半-20代前半の女子学生を対象に，靴が彼女
たちのファッションにおいてどれだけ重要なア
イテムとなっているのかを調べ.ファッション
意識とどう関連しているのかを明らかにするこ
とを目的とした。
m.調査方法
本研究における調査対象者は.共立女子大
学・共立女子短期大学の1-2年次の学生88名
であり.平均年齢は19.3歳である。調査時期は
2∞9年10-11月であり.質問紙による留め置き
法により実施した。質問内容は4つから構成さ
れている。第1は女子学生の生活環境に関する
設問で，アルバイトの有無や，携帯電話の使用
頻度などの設問5項目.第2はファッション意
識に関する設問10項目および.ファッション情
報の入手先に関する設問3項目である。第3に
購買行動に関する設聞を8項目.第4は靴に関
する設問であり.靴選択の基準や参考にするも
のに関する設問14項目.そして実際に所持して
いる靴種と数の回答を求めた。ファッション意
識に関する設問項目は，森ら (2008)の調査項
目を参照した。
ファッション意識に関する項目.靴に関する
項目に対しては「とても当てはまるJから「全
く当てはまらないjまでの5段階の選択肢で回
答を求め，とても当てはまるが2点，大体当て
はまるが1点，どちらでもないがO点.あまり
当てはまらないが-1点.全く当てはまらない
がー 2点として評価得点を割り当てた。ファッ
ション意識ならびに靴選択の解析には，単純集
計.因子分析を用いた。
W.結果と考察
4-1.女子学生のファッション意識と生活行動
女子学生のファッション意識を調査するにあ
たり.女子学生の経済状況や.生活行動を調査
した。アルバイトの有無については88名のうち.
60名がアルバイトをしており，全体の68.1%で
あった。また. 1ヶ月のアルバイト代の平均金
額は3.5万円であったが. 5万円以上10万円未
満が33.0%.10万円以上の回答で4.5%あった。
また. 1カ月あたりの洋服にかける金額は. 5 
千円以下12.5%.5千円以上1万円未満が29.5
%. 1万円以上3万円未満が'44.3%. 3万円以
上5万円未満が9.1%. 10万円以上も1.1%とわ
ずかだが回答を得た。
ファッション情報の入手先と想定される質問
として.携帯電話でのメールの使用頻度やファ
ッション雑誌，ファッションの参考にする媒体
についても調査した。 1日の携帯電話でのメー
ル送信数は平均19.1通であるが.10通未満が
43.2%. 10通以上20通未満が27.3%.20通以上
--30通未満が8.0%という結果であった。雑誌
購入に関しては.54.5%の学生が毎月購入して
いる。雑誌以外の媒体でファッションの参考に
するものとしては.テレビ (37.5%).インタ
ーネット (34.1%).芸能人や有名人のプログ
(27.3%にショップの販売貝 (21.0%)となっ
た。常に情報を発信している TVやインターネ
ット.芸能人・有名人プログは，誰でも気軽に
見られることから人気があるようだ。また少数
ではあるが，その他の回答と bて.r共立生J
という記述があり，より身近な対象をファッシ
ョンの参考にしているケースも伺えた。
さらに，ファッション意識に関する設問を10
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1m設け.5段階評価で回答を得た。質I!lJは以下
の通りであり.結巣を示す(医14-1)。
①流行に敏感である。
② トレンドのファッションはいち早く採用 し
たい。
①ファッション誌をよく読む。
@衣JAの素材や総製などの品質にこだわる。
⑤品質表示をチェック し.洗ì1'îl しやすいJJ~を
選んで購入する。
@流行に左右されず長く着られる服を選ぶよ
う心がけている。
⑦自分のファッションは個性的である。
③自分の服装は派手だと思う。
①'JJ~は安さを佐，先して購入する。
⑮衣服を購入するときは.若田しやすきを最
優先する。
この中で.最も回答が多かったのは.⑩「着
目しやすさを最優先する」という選択肢であり.
次に@f流行に左右されず長く清られるJJ~を選
ぶよ う心がけているJであった。また.①「流
行に敏感であるJ.③ 「ファッション誌をよく
読む」の評価もおおむね高く .ファッション情
報に和極的な姿勢が見られた。その一方自@
f I~I 分の服装は派手だと思 う J あるいは⑦ 「自
分のファッションは個性的である」という選択
肢の評価は比較的低く.情報入手には積極的で
あるものの.笑際に才fmする際には.派手すぎ
ず.5ft回しやすさを優先した堅笑なファッショ
流行に敏感
77'Jションの録用
ファyション跨を1む鱗度
品質へのこだわり
洋服のケアを考慮する
長〈怒られる洋服を選択
自分のファッションは個性的
自分のga装l主派手
安さを優先して鵬入
着回しやすさを鰻優先
096 2096 4096 
ンを好む傾向がうかがえる。
ここで.この10項目について因子分析(主因
子法.パリマックス回転)を行った。分析の結
栄.初JVJの悶有値が1.00以上の基準によって悶
子数の決定を行った結栄. 4因子が抽出された。
第l因子には. 流行. トレンド.フ ァッション
誌をよく読むなどの項目を含んでいることから
「流行重視」と命名した。第2因子は. 1司性.
派手などの項目を含んでおり「個性重視」とし
た。第3因子は葉ー 材¥品質. ケア.長〈若られ
るものなどの項目を含んでおり「機能重視Jと
した。さらに第4因子には.安さ.;t[回しが含
まれており「質尖重視」とした(表4-1)。
日昨日行動にl刻しては. アイテムごとの平均購
入金額を~\ねた。 調査羽田は女子学生が唱え段か
らよくまHIlしている fTシャツ ・カットソーJ.
「スカー トJ. fパンツJ.fワンピース」の4ア
イテムと小物の 「靴Jに附して，それぞれにか
ける金額を尋ねた (図4-2)。
fTシャ ツ・カットソーJでは.2.000円~
3.000JIJ未満.4.000円-5.000円未満.5.000円
-10.000円未満という3つの選択肢で2捌を超
えており.分散した結来と なった。「ス カー
トJでは.5.000円-10.000円未満の回答が故
も多く34.1%となり.次いで4.000円-5.000円
未満が27.3%となった。「パンツ」の結栄は.
5.000J斗-10.000円未満が40.9%と最も多く .
「ワンピースjでは.5.000円-10.000円未満が
6m始 8096 10096 
とーても当てはまる
回大{本当てはまる
図どちらでもない
ロあまり当てはま&iい
回全く当てはまらない
区14-1. 女子学生のフ 7 ';1ション意織
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質問項包
:t<4-1. 女子学生のファッション意織の因子分析
??
?
?
? ??
?
? ?
???
?
?
?
?
-0.082 0.009 
司1
0.034 -0.014 0.029 
26.5目 18.0首 12.1首
26.5首 44.5弘 58.3 70.5首
Tシ?ツ ・ tJ.~卜ソー
スカート
パンツ
ワンピース
劃l
。% 20% 40% 60% 80% 
医14-2 アイテムごとの脱入金額
100% 
46.6%となった。「靴Jにかける金額は.5.000 
円-10.000円未満が故も向く39.8%となったが.
10.000円-30.000円未満が34.1%と次に高い紡
采となった。10.000円以上かけるという回答を
みてみると.rスカー ト」では10.2%.rパン
ツJで20.5%.rワンピース」は22.7%となっ
ている。このことから.靴は洋服より比較的金
額をかけるアイテムという認;誌がなされている。
4-2.靴に対する意議 ・実態調査
「靴は重要なファッションアイテムだと思う
かJという設問を設けたところ.91.5%の学生
が「そう思う」と回答。このことからも.女子
ロ1.000同素1同・1.000円-2.00嗣奈漏
出 .000円-3.00桐来満
図3.000円-4.00嗣未満
ロ4.0日E円-5.0日間宋渦
D5.000円-10.000円未満
Q1000嗣 -30.00嗣未満
ロ30.00嗣以上
学生の中でフ ァッションにおける「靴Jへの|湖
心. 意識が高いことが~lli iJl1jできるだろう 。 また
現在所持している靴の数を調べたところ.所持
している靴の総数は最小で4足.最高で83足と
なり.平均14.7足であった。1以上-10足米満
が19.3%.10以上-20足米満が44.3%.20以上
-50足未満が33.0%.50足以上がl.1%という
結巣となった。調査時点における.日常実際に
胤いている靴の数を尋ねたところ.1以上-5
足未満が34.1%.5以上-10足未満が48.9%目
10以上-15足未満ー が13.6%.15足以上がl.1%
となり.平均では6.1足であった。季節や適合
性などの問題のためか.所持靴のうち44iリ松佼
-4一
デザイン
fli!告
ブランド
履き'L，jf1
!d題性・流行
その時の気分
。% 2096 
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4ω6 6096 
liI4-3. 靴を選ぶときの基準
8096 10096 
-とても重視する
口大体重視する
図どちらでもない
ロあまり重視しない
白金く重視しない
を笑際に使用している。また， 1足の使川JUJHiJ
は.1-2年が54.5%と最も多く .次いで2-
3年が34.1%. 1:i1三未満が6.8%.2 -3カ月
が2.3%という結来であった。
表4-2.靴の分担割および所持数
革Itの購入に際しての選択基準として，①デザ
イン.②価格， ③プランド.①履き心地.⑤話
題性 ・流行，@そのi時の気分のそれぞれを 「と
ても重視するJ.1大体重視するJ. 1どちらでも
ないJ.1あまり重視しないJ.1全く重視しな
い」の5段階評価で回答を得た (図4-3)。
これらの回答の中で.最も評価がZJiかった項
目は.①「デザイン」であった。次いで(1)1履
き心地J.② 「価格Jという順であった。:Mも
評官Iiが低かったのは① 「プランドJで， ⑤ 「話
題性 ・流行」という選択肢も司市liが低かった。
見た目のデザインが選ぶ基準になるものの.特
定のプランドや話題性・流行といった基準は積
極的な重視はしてはいない。また， 1靴をnう
l時の試し履きの有無Jに|刻しては.1試し!泣き
をする」が100%となり.デザインだけでなく
自分の足に合った靴を試着し 版き心地を確か
めてから選んでいる。また.1修理してでも長
く履きたいお気に入りの靴があるかJという設
問に対しては.1あるJが78.0%となった。ま
た干ftを新しく購入する理由を尋ねたところ.
l i羊JJ~に合わせる靴が欲 しいから」 という恒I~
が48.9%と松も多く.1デザインに飽きたJが
17.0%. 1流行しているから」が11.4%という
劃tl大分;n
(pJiI奇数平均)
パンプス類
6.4足
ブー ツ類
4.6足
スニー カー 類
1.0足
サンダル類
1.5足
ロー ファ一類
0.6足
ワー ヲシュー ズ妨
0.2足
その他
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平崎所待数
小分類
{足}
パンプス 2.8 
ミュー ル 0.9 
ピンヒー ルパンプス 0.5 
ロー ヒ-)レ，(ンプス 0.3 
プラットフオー ムパンプス 0.4 
ウエッジソー ルパンプス 0.5 
ピニル繁材パンプス 0.5 
フラットシュー ズ 1.0 
ウエスヲンブー ツ 0.5 
エンジニアブー ツ 0.3 
ム一トンブー ツ 0.4 
レインブー ツ 0.1 
ブー 子ィー 0.3 
ショー トブー ツ 0.9 
J、ー フブー ツ 0.8 
ロングブー ツ 1.1 
ニー ハイブー ツ 0.2 
ロー カットスニー カー 0.3 
，、イカットスニー カー 0.7 
レー スアップサンダル 0.3 
トングサンダル 0.5 
ヲロッヲス 0.1 
ゲラヂィヱ-$1ー サンダル 0.5 
ロー ファー 0.5 
サドルシュー ズ 0.1 
ワラピー 。
モカシン 0.1 
ワー ヴブー ツ 0.2 
0.3 
合計 14.7 
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パンプス
ブーツ
スニー カー
ヲンタル
ローファー
ワー クシュー ズ
その他
。% 2096 4096 6096 8096 10096 
-持っている
ロ待っていない
図4-4. 靴種別の所持の有無
割合であった。
さらに，実際にどのような靴を何足持ってい
るかについて.詳細な設問を設けた。アンケー
ト用紙に靴の名称と画像を掲載し所持してい
る靴，およびその数を記入する形式で回答を得
た。調査対象の靴は30種類であり.所持数の平
均値を求めた。さらに，これらを大別してパン
プス類，ブーツ類，スニーカー類.サンダル類，
ローファ一類.ワークシューズ類.その他の7
種にまとめた割合を求めた(表4-2)。
4-2.で述べたように，所持している靴の総数
は最小で4足，最高で83足となり.平均14.7足
であるが.所持率では. 100%を示したものに
ブーツがあり.次いでパンプス (96.6%にス
ニーカー (92.0%にサンダル (76.1%).オッ
クスフォード&ステップイン (45.5%にワー
クシューズ(19.3%). その他(12.5%)とい
う結果となった(図4-4)。
靴種別の一人あたりの平均所持数をみると.
パンプス類 (6.4足).プーツ類 (4.6足).スニ
ーカ一類(1.0足).サンダル類(1.5足)の順
であった。パンプスは普段の着用に用いられや
すいこと，また色々なデザインがあるために.
一人あたりの平均所持数が高くなったのだと考
えられる。また.本来，季節依存の強いブーツ
が.パンプスに続き高い所持数を示している点
は特徴的である。他方.サンダルなどは春夏の
使用が主となり，一年を通じ日常的に履く靴で
はないため.平均所持数が下がったと考えられ
るo また.ローファー類 (0.6足).ワークシュ
ーズ類 (0.2足)などの靴は支持が少ない。
以上の結果からも.女子学生が日常に履いて
いる靴は，パンプス，ブーツ，スニーカーとい
うことが分かる。反対に.オックスフォードシ
ューズやステップイン.ワークシューズなどの.
どちらかといえば紳士靴のようなデザインは女
子学生にあまり好まれない結果となった。
4-3.ファッション意識と靴選択の相関性
4-1.で得られたファッション意識の各因子と.
4-2.で明らかとなった靴の選択基準に対して.
どのような関連性があるか，さらに検討を加え
る。 4-1.で命名した，ファッション意識の4因
子である「流行重視J.r個性重視J.r機能重
視J.r質実重視Jそれぞれの質問項目に対し，
評価得点の平均がプラスの値を示したグループ
を各因子の「プラス群J.評価得点平均がマイ
ナスの値を示したグループを「マイナス群Jと
し分類をした。これに靴の選択基準で回答を得
た，①デザイン，②価格，③プランド，④履き
心地.⑤話題性・流行，⑥その時の気分のそれ
ぞれの評価得点の平均値を求め，両者の差を t
検定により検討した(表4-3)。
この結果，因子ごとに靴の選択基準との関連
をみていくと.r流行重視J因子において.デ
ザインに対する評価はプラス群が高く.流行を
- 6ー
靴とファッション意識の相関性
表.4-3. ファッション意識の因子と靴の選択基準との関係
よ芸:1 ~行IUi 包位ma 担E飽.a 質実IUl
デザイン
プラス鰐 マイナス採 プラス野 マイナス虜 プラスn マイナス" プラスU マイナス"
1.75 > 1.54 1.65 < 1.73 1.70 < 1.73 1.71 < 1.92 
包絡
プラス野 マイナス線 プラスn マイナス震 プラスo マイナスE草 プラス甥 マイナス僻
1.16 < 1.54 ・ 1.16 く 1.50 1.26 < 1.27 1.40 > O.閃・
ブランド
プラスm マイナス鵬 プラス野 マイナス鵬 プラスU マイナス腺 プラス野 マイナス腐
-0.18 >・0.77・ -0.41 <・0.18 -0.34 <・0.05 -0.51 < O.∞ 
思き心le
プラス瞬 マイナス鹿 プラス事事 マイナス野 プラスo マイナスm プラス虜 マイナス瞬
1.59 < 1.62 1.65 > 1.50 1.66 > 1.50 1.64 > 1.58 
信組健.m行 プラスn マイナス事事 プラス野 マイナス虜 プラスo マイナス隣 プラスm マイナスo
0.23 > ・0.81 ・ -0.35 く 0.36 ・ -0.17 <・0.09 -0.15 >・0.83
そのときの気分 プラス"
マイナス事事 プラスo マイナスo プラスo マイナス事事 プラス野 マイナス癖
0.46 > 0.12 0.39 < 0.45 
重視する人はデザインも重視していることが伺
える白価格に対する評価では.流行重視マイナ
ス群が価格評価が高く.有意水準5%で差異が
あった。さらにプランドについてみると，プラ
ス群.マイナス群ともに.平均値の値はマイナ
スとなり.全体的にプランド重視の傾向は低い。
しかし有意水準5%で差異があり.流行重視
プラス群のほうがプランドを重視する傾向が高
い。履き心地では.マイナス群の評価が高い結
果となった。さらに話題性・流行では，有意水
準0.1%で差異があり.プラス群の評価が高い。
つまりファッションで流行を重視する人は.靴
の選択においても話題性や流行を重視する傾向
がある。そのときの気分については.プラス群
の評価が高いが.有意な差ではなかった。
次に.r個性重視J因子において，デザイン
に対する評価はマイナス群が高く，個性を重視
しない人の方が，デザインを重視する傾向があ
る。価格に対する評価では，マイナス群が高く，
個性を重視しない人の方が価格を重視している。
プランドでは，両者ともマイナスの値となった
が.個性を重視する人の方が.よりプランドを
重視しない傾向が伺える。また，履き心地に関
しては，個性を重視する人の方が.履き心地を
重視しているロ話題性・流行に対しては.個性
を重視しない人の評価が高く，有意水準1%で
差異があった。つまり.個性を重視する人は.
話題性や流行にあまり重きをおいて靴を選択し
ないという結果である。さらにそのときの気分
0.25 < 0.27 0.25 < 0.42 
-有窓水t慎5% ・・宥.水車1% ・・・有愈水噂0.1
に対する評価は，マイナス群の評価が高い。
「機能重視J因子では，いずれの靴選択基準
においても，統計的に有意な差はみられなかっ
た。デザイン，価格，プランド，話題性・流行
に対する評価いずれもが マイナス群の評価が
やや高い結果となった。このことは，機能性を
重視する人は，デザインや価格，プランド，話
題性や流行に対しあまり重視しないことを示し
ているo また履き心地では.統計的差異は認め
られないものの.機能重視プラス群の方が，履
き心地重視の評価が高い結果であった。さらに
そのときの気分に対する評価は，機能重視マイ
ナス群の方がわずかに高かった。
「質実重視jにおいて.デザインに対する評
価はマイナス群が高かった。質実重視しない方
が，デザインを重視する傾向があることを示し
ているo 次に価格では，質実重視プラス群の評
価が高く，有意水準5%で差異があった。ファ
ッション選択において質実な傾向を示す人は，
靴の選択においても価格を重視する傾向がある
ことが分かつた。プランドにおいては.質実重
視マイナス群の評価点が高いものの.値はOで
あり.これはどちらでもないという評価の意味
である。やはりプランド重視の傾向は認められ
ない。履き心地では.プラス群の評価が高く.
服において質実重視の傾向は，靴の履き心地に
も通じるものといえるo 話題性・流行性の評価
では，いずれもマイナス値を示したものの.プ
ラス群の方が評価は高い。つまり.質実を重視
-7ー
共立女子短期大学生活科学科紀要 第53号 (2010) 
表4-4. ファッション意識の因子と靴の所持数との関係
慌の所拘置虫
湾行虫観
プラスE事 マイナス僻
17.7 > 12.2 ・
? ??
?
?
?
?
， ?
?????
?〈
???
? ? ?? ??
する人の方が.話題性や流行を重視する傾向が
あるという結果である。そのときの気分では.
マイナス群の評価が高く.質実を重視しない人
が，そのときの気分で靴を選択することを示し
ている。
以上の結果から，ファッション意識と靴の選
択における関連性が示唆できた。
さらに，ファッション意識と靴の所持数に因
果関係があるかどうか.ファッション意識の4
因子それぞれを.評価得点平均別に分けて，
「プラス群J.rマイナス群Jとしたときの.靴
の所持数との関係を検討した(表4-4)。
「流行重視Jではプラス群の平均所持数が
17.7足，マイナス群で12.2足となり.有意水準
5%で差異があった。流行を重視する人はしな
い人に比べて靴の所持数が多い結果である。
「個性重視Jでは，反対にマイナス群の所持
数が19.3足，プラス群で15.4足となり，統計的
な差は認められないものの，個性を重視しない
人の方が，所持数が多いことを示している。
「機能重視Jでは.プラス群の所持数が17.0
足.マイナス群が13.9足となり，これも統計的
な差は認められないが，機能性を重視する人の
方が所持数が多い結果となった。
「質実重視」ではマイナス群で20.4足.プラ
ス群で13.8足となり 統計的な差は認められな
いものの，マイナス群の所持数がプラス群を上
回以質実を重視しない人の方がより靴を所持
している。
なお. 4因子のうちで比較すると，質実重視
のマイナス群が20.4足であり最も靴を所持して
いる。一方，流行を重視のマイナス群において
12.2足という結果となり，靴の所持数とファッ
ション意識とは.ともに関連のあることが分か
った。
1能mt提
プラスo マイナス野
17.0 > 13.9 
?
?
?
?? ?
?
??
?
?
?〈??
? ??
?
?
? ?
?
? ?
?
?
V.まとめ
本論では，女子学生のファッション意識と靴
選択の関係について検討を行った。その結果.
以下のことを明らかにした。
1.女子学生のファッション意識を因子分析した
結果，流行重視，個性重視.機能重視，質実
重視の4因子が存在することが分かつた。
2.靴を選択する際に重視することに関して，評
価が高かった項目はデザインであり.次いで
履き心地，価格となった。反対に最も評価が
低かったのはプランドであった。
3.ファッション意識の各因子と靴の選択基準と
の関係を検討した結果.各因子のプラス群と
マイナス群とでは，靴の選択基準の評価点が
異なった。統計的な有意差のあったものは，
流行重視因子における価格，プランド，話題
性・流行，および個性重視因子における話題
性・流行.質実重視因子における価格であっ
た。
4.靴選択基準におけるプランドが. 4因子のプ
ラス群，マイナス群ともにO以下の値を示し
た。このことは.靴選択においては，プラン
ドを重視しないことを意味しているロ
5.他方，プラス群，マイナス群ともに評価点が
1.5以上，すなはち「まあまあ重視するJか
ら「かなり重視するJの閥であったものにデ
ザイン.履き心地があり.靴を選択する上で，
見た目のデザインと.履き心地という快適性
との両面を求めていることが示唆された。
6.ファッション意識因子と靴の所持数との関係
を検討したところ，統計的に有意だったもの
は流行重視のみであったが，因子プラス群と
マイナス群とは所持数に差があったロ
以上の結果から，女子学生のファッション意
- 8ー
靴とファッション意識の相関性
識と靴の選択には密接な関係があることが分か
った。
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